
 

 

 年 

月 日 (月・祝) 

 

シンポジウム 

市民がつくる 
バリアフリー観光 
ユニバーサルツーリズムを考える 

横浜ワールドポーターズ 
イベントホール

 

9 23 

▼ パネリスト 

荒木田 百合 / 横浜市副市長 

榊原 正博 / ＮＰＯ法人湘南バリアフリーツアー 

センター理事長 

篠塚 恭一 / あ・える倶楽部（株式会社ＳＰＩ）代表 

嶋田 昌子 / ＮＰＯ法人横浜シティガイド協会理事 

高橋玲子 / 玩具メーカー勤務 / 視覚障害者 
 
 
 

申 込 お申込先は裏面をご覧ください 事前お申込制、定員１３０名、定員になり次第〆切 
 

主 催 ＮＰＯ法人横濱ジェントルタウン倶楽部、認定ＮＰＯ法人横浜移動サービス協議会 
 

後 援 国土交通省関東運輸局（予定）、神奈川県、横浜市、神奈川新聞社、tvk（テレビ神奈川）、タウンニュース社 
ヨコハマ経済新聞、伊勢佐木町１・２丁目地区商店街振興組合、馬車道商店街協同組合、関内まちづくり振興会 

 
協 力 ＮＰＯ法人アニミ、ＮＰＯ法人インフォメーションギャップバスター、ＮＰＯ法人ＮＰＯ福祉支援ゆうやけネット 

一般社団法人観光マーケティング協会、認定ＮＰＯ法人ことばの道案内、一般社団法人日本トイレ協会 
ＮＰＯ法人日本トラベルヘルパー（外出支援専門員）協会、野毛坂グローカル、ビューネット神奈川、山下会 
ＮＰＯ法人横浜コミュニティデザイン・ラボ、横浜市指定障害児通所施設キッズコネクション 
公益社団法人横浜市身体障害者団体連合会、ＮＰＯ法人横浜シティガイド協会 
ＮＰＯ法人横浜プランナーズネットワーク、横浜ホイールマップ 

▼ 報告 

松原 淳 / ＮＰＯ法人健やかまちづくり理事 

 

▼ コーディネーター 

鈴木 伸治 / 横浜市立大学教授 

参加無料 

手話通訳付き 



 

横浜市をはじめとする神奈川県域には、国内外から多くの観光客が訪れます。しかし障害のある人が観光に訪れようとして

も、誰もが楽しめる観光スポット、安心して利用できる宿泊施設や交通手段、人的サポートなどの情報提供やコーディネー

トを行う仕組みがないことが課題となっています。折しも 2020 年には東京オリンピック・パラリンピックが開かれ、横浜・

神奈川にも様々な来街者が訪れます。この機会を捉え、このシンポジウムでは、多様な来街者を受け入れるために何が必要

か、障害があっても行きたくなる地域にするにはどうしたら良いか、提案を出し合います。そして、様々な市民や組織がお互

いに連携を深め、できることから始めていきたいと思います。 

横濱ジェントルタウン倶楽部事務局 
 ＴＥＬ 0 4 5 - 6 8 1 - 3 8 7 7 
 ＦＡＸ 0 4 5 - 6 6 3 - 9 2 7 3 
Ｅ- m a i l info@yokohama-gentle.jp 

 Ｗｅｂ http://www.yokohama-gentle.jp 

シンポジウム 

市民がつくるバリアフリー観光 
ユニバーサルツーリズムを考える 

プログラム 
13:30開場・受付開始 
14:00開会挨拶 
14:15開催趣旨と投げかけ 
「活動紹介と課題」 

 年 

月 日 

月・祝 14 : 00〜17 : 00 

23 9 
2019 

 
15:40パネルディスカッション 
「バリアフリー観光受け入れのために 
横浜に求められること、できること」 

17:00閉会 

 
14:30報告 
「国の施策と全国の動向」 

14:50パネリストの自己紹介と発表 
15:30休憩 

登壇者紹介 

 

   
▼ 荒木田 百合 / 横浜市副市長 / 東京女子大学

卒業。1982 年横浜市入庁。区役所勤務時代に子

育て現場の実情を目の当たりにした経験を胸

に、2005 年にこども青少年局の立ち上げに携

わる。みなとみらい 21 担当やこども青少年局

地域子育て支援課長、政策局担当理事などを経

て、2018 年に内部の女性職員としては初とな

る副市長に就任。 
 
▼ 榊原 正博 / NPO 法人湘南バリアフリーツアー

センター理事長 / 神奈川県出身。電気通信大

学卒業。卒業後医療機器メーカーに就職後、

2009 年に独立。医療機器開発のほか北欧式福

祉用具の販売やリハビリプログラムの提供な

どを行う。事業と並行し要支援者避難マップの

制作やバリアフリービーチの運営など、地域で

も様々な活動を行うようになり、2016 年に同

法人を立ち上げた。 
 
▼ 篠塚 恭一 / あ・える倶楽部（株式会社 SPI）代

表 / 千葉県生まれ、専門学校卒業後、大手旅行

会社で添乗員を務め、1991 年に「あ・える倶楽

部」を設立し、バリアフリー旅行・介護旅行を

専門に手がけるようになる。1995 年から超高

齢者向けサービス人材の育成を本格的に開始

し、2006 年に NPO 法人「日本トラベルヘルパ

ー（外出支援専門員）協会」を設立。 

 
▼ 嶋田 昌子 / NPO 法人横浜シティガイド協会理

事 / 神奈川県生まれ。日本女子大学文学部を

卒業後、同大学助手や横浜市社会教育指導員な

どを経て、1992 年に横浜シティガイド協会を

創立。長年、会長を務めた後、現在は理事に就

任。2012 年、第 61 回横浜文化賞を受賞。 
 
▼ 高橋 玲子 / 玩具メーカー勤務 / 視覚障害者 

/目の前にあるものの形や色がようやくわかる

ぐらいの視力で生まれ、4 歳ごろまでに全盲に。

中学まで盲学校で学び、卒業後は米国で普通高

校へ進学。現在はタカラトミーで、目や耳の不

自由な友だちともいっしょに楽しめる「共遊玩

具」の開発促進と普及の仕事を行う。 
 
▼ 松原 淳 / 特定非営利活動法人健やかまちづく

り理事 / 東京都出身。都立大学大学院工学研

究科修了。DFJI（認知症フレンドリージャパン・

イニシアチブ）交通プロジェクト・メンバー。 

 

▼ 鈴木 伸治 / 横浜市立大学教授 / 大阪府出身。

京都大学工学部建築学科卒業。東京大学大学院

助手、関東学院大学工学部助教授などを経て、

現職。専門は都市デザイン、歴史を生かしたま

ちづくり。横浜を中心に神奈川県内のまちづく

りに関わる。横濱ジェントルタウン倶楽部理

事。著書に『創造性が都市を変える』（2010 年、

学芸出版社）など。 

横浜ワールド 

ポーターズ F 

イベントホールB 

参加ご希望の際は、氏名・所属・連絡先を

記載の上、下記 FAX または E-mailまで 
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